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Alterations in consciousness of special activities held by students in the teacher-training course,






While comparing the significance and purpose of special activities conducted in
 
elementary and secondary education to student experiences, I have analyzed the
 
learning processes through which students come to independently realize the curricu-
lar value of school education. I have focused my research on lectures regarding
 
special activities that were delivered for the teacher-training course at different
 
faculties of a non-teachers’college. I have created a comparative review of not
 
only the activities proposed in these lectures but also students’learning attitudes.
More specifically,I have examined the altering consciousness of students by qualita-
tively and quantitatively analyzing notes I wrote down on reflection sheets at each
 
lecture,the perspectives I uncovered through group work and reports submitted by
 
students. Through this thesis, I have attempted to clarify what type of value
 
students in the teacher-training course have come to realize in regard to special
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観点／段階 A  B  C
学びの共同
体の一員と
しての意識
グループ全員にとって価値ある学びの
場となるよう意識をもち、多面的な見
方や考え方、比較、検索など創造的な
学びの場づくりにかかわっている。
グループ全員にとって価値ある
学びの場となるよう意識をもっ
て活動にかかわっている。
グループ全員にとって価値ある
学びの場となるよう意識をもっ
て活動にかかわるまでは至って
いない。
図５ ルーブリック（例)
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4-2-3 レポート
最終的に特別活動の講義から得られたことや形成した考えなどをレポートにあらわす活動を展開した。
これには提示されたテーマの中からひとつを選択して作成にあたることとした。あらかじめ教員側で効
果的かつ汎用的に学びをアウトプットできるようなテーマ課題を９つ選定し、それらを各々の関心や特
別活動の学習の集大成として有効であると学生自身が判断したものを選び、執筆に臨んだ。以下は学生
へと提示したテーマ一覧と執筆にあたっての留意点である。（テーマ後ろの［ ］数字は選択した学生数）
【テーマ】※一つを選択し、そのテーマに応じたタイトルを付けて執筆する。
１ 特別活動不要論［２人］
２ 学級活動の効果的な学習活動の展開［４人］
３ 生徒会活動と学校行事の意義と価値［４人］
４ 特別活動とカリキュラム・マネジメント［３人］
５ 特別活動における望ましい集団の形成と個の成長［15人］
６ 特別活動における社会的な資質の育成［２人］
７ 特別活動における自主的、実践的な態度の育成［10人］
８ 特別活動における人間としての生き方の自覚と自己を活かす能力の育成［２人］
９ 特別活動の可能性［５人］
【執筆体裁】
･体裁は一般的な小論文や研究レポートの執筆体裁に準じる。
･上記テーマより１つを選び、そのテーマに応じてまずは執筆者（自己）の主張や考え方、立場、捉
え等を明示し、根拠や引用を用いながら論理的に記述していくように留意する。
･引用や出典は一般的な小論文（レポート）と同様に引用作法や出典の明示など留意する。
選択したテーマは多い少ないはあるも
のの全てに該当者がいた。どれを選んで
もおそらくまとめとなる点は同じになる
からどれを選んでも一緒だという声も学
生からは聞かれたが、結果はもちろんそ
うはならなかった。また、レポートの執
筆に際し学生には改めてその作法や体裁
等を指導した。
提出されたレポートは成績評価となる
ため、図６のように観点別に評価基準を
設定して判定をおこない、10点満点で評
価した。履修学生全47名の点数分布は図
７の通りであった。評価①と⑥は基礎点
体裁
（小論文)
①レポートを提出し
ている。（１点）
②感想文ではなく、
レポートとしての
体裁が概ね整って
いる。（１点）
③テーマに沿った
構成となってい
る。（１点）
④根拠を伴った自ら
の意見が適切な表
現で説明されてい
る。（１点）
⑤出典や引用等が
適切に記載され
ている。（１点）
内容
（特別活動)
⑥特別活動にかかわ
る内容が記載され
ている。（１点）
⑦特別活動の内容が捉え違いなく執筆し
ている。（２点）
⑧特別活動の講義で学び得たことや自ら
の意識変容等をふまえて執筆してい
る。（２点）
図６ 観点別の評価基準
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図７ レポート点数分布
的な扱いであり、レポートが提出された段階でほぼこの２つの点については得点としてマークされる。
そのため、点数分布において１点ないし２点の分布は削除した。
３つのクラスを全体で集計して見ると、４点でややへこみがあるものの概ね５点を中心に正規分布の
様相を示した。取得免許別に見ると、国語科・外国語科・社会科の学生はハイスコアとロースコアに分
散するやや二極化の傾向にあり、家庭科の学生はロースコアに偏るといった傾向が見られた。栄養教諭
は概ね正規分布の様相を示している。とは言え、観点別の評価基準ごとにマークしたか否かの詳細デー
タの分析をすることが、最終的な学生の意識の変容を捉えるひとつのデータとなったであろうが、合計
点のデータしか残しておらず誠に残念である。
５．見取れた変容について
これまで述べてきた事例や活動の側面から次のことが見えてきた。
･特別活動に対する自己の経験からのイメージが崩れ、その重要性を見いだしたふりかえりの記述が、
講義回を重ねるにつれて増加したり、授業内での活動においての意欲的な姿勢に結びついていたこと
は十分に見取れた。しかし、その気づきが学校現場で行われている特別活動の現状とリンクしないこ
とはジレンマとして残っている学生も少なからず存在した。これはまだ学校現場の実態を未経験であ
ることもあげられるが、教育実習を控えた学生にとっては課題意識をもって臨むことにもつながると
いった効果もあるのではないかと感じられた。
･小グループで学び合う場面を多く設定することによって、相互に学びに向き合う姿勢や意識を高める
ことができる。しかし、これはマイナス面においても影響がみられ、意識が高まらない学生にグルー
プ内の他の学生が引っぱられ、学びへ向き合うことへの意識の低下を招く。これには前提として、指
示が的確に届いたり、問いが自分の中にしっかりと理解されていたり、また適切な学習環境の整備を
教員が行っていることがあった上で、学生への個別の状況に合った指導がなされることが重要である。
･グループワークを学習活動の中心に据えることによって、自ら獲得した知見や他者から得られた新た
な視点を自分のものとし、それを活かしたり、さらに追究したりする意欲や態度を効果的にはぐくむ
ことができる。習得・活用・探究の学習視点が具現化されたとみられる。レポートを作成することに
より、活用・探究の部分がさらに刺激され、自らの学びを深めたり広げたりまた他の学習や日常にお
いても活かす意識や態度も醸成することにつながっている事例もみられた。
６．おわりに
特別活動への意識変容について今回は分析をした。しかしこれは何も特別活動だけにあてはまること
ではない。身に付いた学びへの向き合い方や考え方が学習内容や事象に対しての関心を高め、追究へと
誘う効果的な学習のスパイラルがうまく作動したに過ぎない。ゆえに、特別活動への意識変容は、学び
に対する意識変容と捉えることができる。
また、特別活動は自主的、実践的な学習という特性をもつことからも、今回の「ルーブリック」「自己
評価活動」「パフォーマンス評価」「ポートフォリオ評価」「少人数によるグループ活動」「レポート活動」
などを有機的に組み合わせた実践は、学生の意識変容を促し、それを学習者・教員双方が見取り、特別
活動の学習はもとより、他の学習や日常生活で活かすことにもつながる事例のひとつとして、少なから
ずの意義があったのではないかと考える。
コンピテンシー・ベースの確かな学びを学習者自らが意識し、それにより獲得できた知識、資質・能
力、態度を日常の中でいかに適切に使っていけるかは、持続可能な社会づくりを担う市民としてとても
大切な学びのプロセスではないだろうか。そのプロセスを実社会に羽ばたく前の初等・中等教育におい
て実際的に経験できる場として機能する特別活動がもつ意義は相当大きいものとなるのではないだろう
か。
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